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特集：平成26年度 決算状況

台所事情台所事情狭山の
　市では毎年、予算の執行状況や決算について公表し、市民の皆さんが納めた税金がどのように　市では毎年、予算の執行状況や決算について公表し、市民の皆さんが納めた税金がどのように

使われているのかをお伝えしています。26年度は、税金や国や県からの補助金など、収入がどれ使われているのかをお伝えしています。26年度は、税金や国や県からの補助金など、収入がどれ

くらいあり、どのように使われたのか。また、台所事情は苦しいのか、安心できるのか。今月は一くらいあり、どのように使われたのか。また、台所事情は苦しいのか、安心できるのか。今月は一

般会計、特別会計の決算概要と現在の財政状況をお知らせします。般会計、特別会計の決算概要と現在の財政状況をお知らせします。

　特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別するための会計が特別会計です。

特別会計

市の財政は

大丈夫？

　26年度決算に基づく市の健全化判断比率と資金不足比率は以

下のとおりです。

指 標 内 容 比 率

実質赤字比率 一般会計などの赤字の大きさ 赤字なし

連結実質赤字比率 市全体の赤字の大きさ 赤字なし

実質公債費比率 その年の借入金などの返済額
の大きさ（過去３か年の平均値） 1.6％

将来負担比率 借入金残額など、今後支払う必
要のある負債の大きさ 9.1％

◆健全化判断比率 指 標 比 率

水道事業会計 不足なし

下水道事業会計 不足なし

◆資金不足比率

早期健全化基準からみて早期健全化基準からみて
健全な財政状況です健全な財政状況です

【早期健全化基準とは…？】

　次のいずれかの基準値以上となった場合、
財政状況が悪化していると判断され、自主的
な改善努力が必要となります。▲

実質赤字比率…11.96%  

▲

連結実質赤字
比率…16.96％  

▲

実質公債費比率…25.0% ▲

将来負担比率…350.0%

一般会計

国庫支出金国庫支出金
64億8,253万円64億8,253万円

市債 市債 35億8,459万円35億8,459万円

繰入金 繰入金 27億9,492万円27億9,492万円

県支出金 県支出金 25億207万円25億207万円

繰越金 繰越金 23億2,891万円23億2,891万円

地方交付税地方交付税 22億3,576万円 22億3,576万円

地方消費税交付金 地方消費税交付金 16億2,855万円16億2,855万円

その他 その他 44億2,828万円44億2,828万円

市税市税
218億952万円218億952万円

民生費民生費
172億3,561万円172億3,561万円

総務費総務費
70億5,829万円70億5,829万円

土木費土木費
54億9,361万円54億9,361万円

教育費教育費
52億721万円52億721万円

衛生費衛生費
35億7,092万円35億7,092万円

公債費 公債費 32億9,510万円32億9,510万円

消防費 消防費 21億7,205万円21億7,205万円

その他 その他 16億9,112万円16億9,112万円

25年度と比べて法人市民税、固定資産税の増
などにより2億3,770万円の増

消費税率の引上げにより2億6,923万円の増

公営住宅建設事業債の借入れなどにより8億
9,095万円の増

普通交付税の増などにより3億4,671万円の増

臨時福祉給付金支給事業費補助金の増など
により9億3,630万円の増

　市の運営をするための基本的な経費が

一般会計です。

歳入総額（収入）歳入総額（収入）
477億9,513万円477億9,513万円
前年度比（4.0％増）前年度比（4.0％増）

18億2,843万円増18億2,843万円増

歳出総額（支出）歳出総額（支出）
457億2,391万円457億2,391万円
前年度比（4.8％増）前年度比（4.8％増）

20億8,612万円増20億8,612万円増

市民1人当たり市民1人当たり
141,505円の負担141,505円の負担

（平成27年4月1日現在の（平成27年4月1日現在の
人口で算出）人口で算出）

歳入から歳出を引いた残額20億7,122万円を

27年度に繰り越しました

26年度 決算の状況

臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金金
の増などにより5億5,790万円の増の増などにより5億5,790万円の増

市営住宅鵜ノ木団地Ａ棟購入費の増などに市営住宅鵜ノ木団地Ａ棟購入費の増などに
より12億3,971万円の増より12億3,971万円の増

中央図書館耐震改修工事費の増などにより中央図書館耐震改修工事費の増などにより
5億3,984万円の増5億3,984万円の増

現在の財政状況は安定していますが、将来の高齢化や

人口減少を考えると、安心してばかりはいられません。

将来を見据えながら予算編成を行っていきます

　市の財政が黒字か赤字かを判断する

「実質収支」で、26年度の一般会計決算

は、黒字となりました。

　なお、26年度は必要な事業を行うた

め、貯金を取り崩して対応したため、25

年度との収支の差額がマイナスとなって

います。

（歳入）

477億9,513万円

（歳出）

457億2,391万円

（差し引き）

20億7,122万円－ ＝

26年度に市に入った
金額

26年度に市が使った
金額

（繰越財源）

3億1,138万円（実質収支）
17億5,984万円 27年度へ繰り越し

た事業のための財源

市の決算は

黒字なの？赤字なの？ 黒字です黒字です

26年度実質収支 17億5,984万円

25年度実質収支 21億7,967万円

単年度収支
（25年度との差額）

△4億1,983万円

積立金 10億8,903万円

積立金取り崩し額 10億円

実質単年度収支 △3億3,080万円

どうなっているの？

歳出総額は歳出総額は
約457億円です約457億円です

市の赤字・黒字を表す数字です

繰り越し額　繰り越し額　20億7,122万円20億7,122万円

歳　　入 増減率 歳　　出 増減率

国民健康保険 183億6,179万2,982円 △1.4％ 179億5,321万9,342円 0.0％

狭山市駅東口土
地区画整理事業

8億8,475万4,325円 6.7％ 6億5,702万1,142円 △2.4％

介護保険 86億6,974万2,730円 5.6％ 82億2,064万292円 3.5％

後期高齢者医療 15億8,668万6,994円 4.9％ 15億6,893万1,725円 5.1％




